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セクター別指数銘柄が大幅入れ替え
新採用銘柄の実力チェック

PSEがセクター別指数の大幅な入れ替えを実施した。全体の約30％を入れ替えるというかなり大胆なものだっ

た。一般的に指数採用は買われ、削除銘柄は売られる傾向がある。総合指数ほどではないにしろ、すでにそ
の動きが出ている。今回のスペシャル・レポートは新たに指数に採用された銘柄の実力チェックである。

上記が今回の入れ替えの状況になる。プロパティ以外の５セクターは採用銘柄が少なくなっている。とくに
インダストリアルとサービスでは削除数が多い。株式の流動性を考慮しているためと思われる。いずれにし
ても採用銘柄数が減ったことで、個別銘柄の株価変動が指数により大きく影響するようになったと思われる。
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新規採用２２銘柄の一覧
2019/10/18現在
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注目したい新規採用銘柄―その１

●プロパティ・セクターに新規採用された銘柄。１８年、唯一のIPO銘柄だ。ファンダメンタルズを見ると
格付け＝☆、投資力＝83ポイント、PVR＝1.602倍で、投資力が極端に低いが、これは財務データが

不十分なためで気にする必要はない。むしろ、この銘柄の場合、過去の相場がないので１２ペソ以上
ではしこりがないことが注目したい。マニラ湾再開発のリード役だけに、今後しばらくは増収増益基調
が続く見通し。中期投資に最適な銘柄といえる。

直近の値動きは指数採用以降、狭いレンジでのもみ合いとなっているが、これは仕込み中の動きと
みられる。
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●３銘柄が削除されたホールディング・セクターでただ１社採用された銘柄になる。不動産とヘルスケアとい
う二本柱経営。格付け＝☆、投資力＝２４８ポイント、PVR＝1.03倍。投資力が低めなのは今年前半の公共

投資の執行遅れから経費が先行し最終赤字に転落したため。後半は盛り返しており、投資力は大幅な改
善が予想される。

夏以降の下落相場が続いていたが、先週から底打ちの気配となっている。指数採用効果とみられ、ここか
らの見直し買いに期待したい。

注目したい新規採用銘柄―その２
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●サービス・セクターに新規採用された海運サービス会社。格付け＝☆☆☆、投資力＝336ポイント、PVR＝
0.463倍となっている。投資力は半期ベースで赤字だったためやや低いが、第３Qから黒字に浮上する見込
みで、バリュー感の強い銘柄といえる。同業には世界的なICTがいるため、これまであまり目立たない存在
だったが、指数採用銘柄となり割安是正の動きが出そうだ。

実際、指数に採用されてから相場は底放れの気配を色濃くしている。業績の回復との相乗効果で意外高が
期待できそうな銘柄だ。

注目したい新規採用銘柄―その３
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・インダストリー・セクターの新規５銘柄の中の１社。セメント関連製品を製造・販売する。需要に対応す
るため現在、大規模な設備増強を実施中だ。格付け=☆☆☆、投資力＝521ポイント、PVR=0.334倍と極
めてバリュー感の強い銘柄である。四半期の営業利益が25％増で推移しており、通期では一気に最高
益更新の期待もかかる。
業績のV字型回復に加えて新規採用効果から、今後、大幅な株価の水準訂正も視野に入れたい。タ
ワービル、公共投資向けの継続的な需要拡大が見込まれ、中期投資で妙味のある銘柄になる。

注目したい新規採用銘柄―その４


